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序章：

自然言語処理技術は、人工知能に関係するドメインを研究対象とする者にとって、それ自体、

大きな研究対象であるほか、インタフェースを研究対象とする者にとっては、基盤技術の一つで

ある。 「人間主体の通信ヽンステム： Human Oriented Communication System (HOC S)を目指

して」を統ーテーマとしている ATR通信ヽンステム研究所における

・通信ソフトウェアの自勤作成にける、文書からの知識の抽出。

・ユーザフレンドリー通信における言語情報の処理。

等、

の研究テーマにおいて、入カテキストを解釈する構文解祈機能は、後者の観点から必須のツール

の一つである。

以上の観点から、

・走行環境

Common Lisp上。

(VAX, SUN, Sy m b o 1 i c s上では実績有り。）

・拡張文脈自由文法を用い、格フレームが作成できるように LISPプログラムが文法中に記

述出来る。

・オンラインでもオフラインでも利用出来る。

等の特徴がある構文解折ツール (PARSER)を作成した。

今後、作成した構文解折ツール (PARSER)を、文書からの知識の抽出、自然言語を用い

たインタフェースの研究に活用していく。

I 
最後に、本ツールを試作する機会を与えて頂いたATR通信システム研究所 山下社長、知能

処理研究室 小林室長、通信ソフトウェア研究室門田室長に感謝します。
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1 . 文法

1 . 1 文法規則の書式

拡張された CFG (Context Free Grammer) であり、右辺が空である規則 (t:規

則）、右辺に繰り返しのある規則を記述することができる。記述方式は以下の通り

である。

(grammer〉:： = (<l hs〉 . <rhs>) 

<lhs> 

<rhs> 

<term〉

<terml> 

<continue> 

ヽ <cat〉

<struct〉

<check〉

<var> 

-<count〉

((Cat〉 <struct〉<check〉)

n i 1 I 

(<term〉 {<term〉)＊） 

<terrnl〉|

(<terrnl> . <continue>) 

(<cat〉 <var〉 <check〉)

(nil) I 

(<count〉 <var〉<check〉)

・・ = string 
・・= lisp object 

・・= lisp object 

・・= symbol 

・ ・= (number) 

(nurnberl nurnber2) 

c規則

繰り返し規則

文法カテゴリー

構造作成

チェック

下からの構造を受ける変 数

number 以上の繰り返し

number! から number2

までの繰返し

、
'
.

文法は構文解析 (3. 3参照） で参照される。その際の動作の概要を以下に示す。

<term〉のくvar〉は7からの構造を受け <check〉のくvar〉が置き換えられ評価

される。最後に右辺の <check〉を左辺のくvar〉で置き換えて評価される。それら

の結果のうち 1つでも ni 1 となればその文法は適用されず、以降の <check〉の評

価 は行 なわれない。全ての結果が nonni 1の場合に限りこの規則の適用を行ない、

右辺の <struct〉の評価した結果を構造データとして上に送る。
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1 . 2 文法の登録

defgram <lhs〉. < rh s〉 ［マクロ］

マクロ defgram により文法を登録する。

また、トップダウン予測情報は、 defgram実行時に大域変数 *link-category-li

st* (リスト）に(.下の文法カテゴリー. . 上の文法カテゴリー＂）の形態で登録され

る。

ー一例ー一

(defgram ("名詞句" (cons・agent n) t) 

（＂名詞" n t) 

（＂助詞" p (equal・ga (carp)))) 

(defgram ("修飾語句" (list np2) t) 

（（＂名詞句 ・npl t) (2 4) np2 t)) 

(defgrarn ("修飾語句 ・(list np2) t) 

（「名詞句 ・npl t) (2) np2 t)) 

(defgram ("名詞句" n t) 

（＂名詞" n t) 

((p助詞" p t) nil)) 

通常の規則

紐返し規則

2から 4回の繰返し

2回以上の繰返し

0または 1回の繰返し

― (defgram ("名詞句 ~(eps) t)) e規則

3
 



1 . 3 文法登録時のシンタックスチェック

構文 解析実行時のエラーを防止するために、文法登録時にシンタックスチェック

を行う。

以下の場 合 は 、 適 切 な warning を出力し登録しない。

(1) 通常の文法の場合

~
 

•
、

①右辺

・<terml〉のレングスが 3でない。

・<cat〉がストリングでない。

・<var〉がシンポルでない。

一連の <terml〉中にくvar〉が重複して現れる。

・<check〉にくvar〉でない未束縛のシンボルが使用されている。ただしマ ク

ロとスペシャルフォームの引数についてはこの限りでない。

②左辺

・<t erml〉のレングスが 3でない。

・<cat〉がストリングでない。

・<struct> <check〉に右辺のくvar〉以外の未束縛のシンボルが使用されてい

る。ただしマクロとスペシャ ル フ ォ ー ム の 引 数 に つ い て は こ の 限 り で な い。

(2) 繰り返し規則の場合

① <continue〉が (ni 1) の繰返しの<term> 

a . 右辺

・<terrnl〉について (1)の右辺と同じチェック

・<continue〉が (ni 1) でない。

b . 左辺

(1)と同じ

② <continue〉 が (ni 1) で な い 繰 返 し の <term〉

a . 右辺

・<terml〉について (1)の右辺と同じチェック

・<continue〉 の レ ン グ スが 3でない。

• <continue〉のくvar〉がシンボルでない。

・<continue〉の <check〉に <continue〉のくvar〉以外の未束縛のシンボ

ル が 使 用 さ れ て い る 。 ただしマクロとスペシャルフォームの引数については

この限りでない。

(i) <count〉が (number) の場合

4
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・number が正の整数でない。

(ii)<count〉が (numberl nurnber2)の場合

(i) に加えて numberl number2 が昇順でない。

b. 左辺

(1)と同じ

(3) c規則の場合

(1)に同じ

(4) 追加

<struct> <check〉において、未 定 義 の 関 数 が 含 ま れ て い る 場 合 は 、 warning を

出力するが、文法ハッシュテープルには登録する。
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1 . 4
 

文法の持ち方

文法は、大域変数

として登録される。

*grammer*にハッ シュテープル （以下文法ハッシュテープル）

(1) 文法ハッシュテープルの初期化

finit initialize-table ［関数］

文 法ハッシュテープルは、関数 fini tで初期化される。この関数は、

ッシュテープルのだけではなく、辞書ハッシュテープル（辞書データもハッ

テープルで持つ、 3参照）の初期化も行うことができる。

initialize-table は、 gd bのいずれかであり、 gで あ れ ば 文 法 ハ ッ シュテ

ープルを、 d であれば辞書ハッシュテープルを、 b であればそれらの両方を初期

なお、 g または b が指定された際は、 トップダウン予測情報も初 期化

（付録2 参照）

文法ハ

シュ

化する。

される。
: ・し

ー一例ー一

(finit'g) 

(finit'd) 

(f ini t'b) 

文法ハッシニテープル初期化

辞害ハッシニテープル初期化

文 法 ・ 辞 書 ハ ッ シ ュ テ ー プ ル 初 期 化

(2) 文法登録の際のハッシュ関数について

文法 登録の際のハッシニ関数は右辺左端の文法カテゴリーを引数とし、

が自由に定義できる。

ユーザ

gram-key cat ［関数］

ハッ シュ 関数 のデ フォ ルトは、通常、右辺左端の文法カテゴリー

であり、 E 規則の場合"" (空ストリング）である。

（ス トリ ング）

(def un gram-key (Cat) (if cat cat "")) 

ーー参考ー一

ハッシニ関数計算の結果同ーキーになった場合、

が登録される。

一つのキーに対して複数の文法

（付録 1 参照）

I
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1 . 5 文 法の検索

find-gram cat ［関数］

文法ハッシュテープルに対して文法の検索を行うには、関数 find-gram を用い

る。

cat はストリングであり、右辺左端の文法カテゴリーに一致する文法全てのリス

トを返す。

なお e規則の場合は、 2. 3のハッシュ関数 gram-key の定義に依存する。デフ

ォルトは＂＂ （空ストリング）である。

1 , 6 文法ファイルのローディン グ

fload &rest data-files ［関数］

ファイルにまとめて記述された文法（以下このファイルを文法ファイルという）

は、 .,fload を用いてまとめてローディングできる。この関数は、文法ファイルだけ

ではなく辞 書ファイルのローディングもできる。その際、文法・辞書ハッシニテー

プルを初期化する。

ーー一例ー一

(fload・a.gram・"b.gram・) 

；；； 文法ファイ ル a.gram b. gram をローディング

(fload-・a.gram" ."b.gram・"a.diet") 

．．， 文法・辞書ハッシュテープルを初期化

，
 



2 • 辞書

2 . 1 辞書の書式

辞書には、語の活用の有無を記述できる。記述方式は以下の通りである。

<dictionary>・ ・= (<lexs> <cats> <struct〉<check〉

<lexs〉 ::= <lex〉| 活用無し

(<lex〉 活用有り

[<Ivar>]) 活用語尾を受ける変数

<cats〉 ::=<cat>I 品詞

(<cat〉 活用有り

<app> 活用の種類（力行五段 etc)

[<avar>] 活用形を受ける変数

<struct〉 ::= lisp object 構造

<check〉 ::= lisp object チェック

<lex〉 : := string 見出し語

<cat> ::= string 品詞

<app> ::= string 

<lvar> : : = symbol 

・<avar> : : = s ym bo l 

辞 書 は形態素解析 (3. 2参照）、 で参照される。その際の動作を以下に示す。

(1) 活用がない語の場合

<check〉が評価され、その結果が nonn i 1であれば、 <struct〉を上に送る。

(2) 活用がある語の場合

活用語尾と、その活用形をそれぞれ <lvar><avar〉に束綽し、 <check〉を評

価する。その結果が nonnil であれば <struct〉のくlvar><avar〉を置き換え

構造データとして上に送る。

g
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辞書の登録

defdict 

関数

<lex s〉

defdict 

<cats> <struct〉 <check〉

により辞書を登録することができる。

ー一例ー一

(defdict 

(def diet 

”人"

（＂泣”

＂名詞綱 (hitohum) t) 

n) ("動詞＂＂力行五段” k) ((na 

［マクロ］

；；； 活用がない場合

k) hum) t) 

活用がある場合
n
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辞書登録時のシンタックスチェック

形態素解析実行時のエラーを防止するために、

クを行なう。

以下の場合は、

辞書登録時にシンタックスチェッ

適切な warning を出力し登録しない。

(1) 活用がない場合

・引数が 4つでない。

がストリングでない。

・<cat〉がストリングでない。

(2) 活用がある場合

(1)に加えて

・引数が 4つでない。

・<Ivar> (活用語尾を受ける変数）が記述されていち場合シンボルでない。

• <avar> (活用形を受ける変数）が記述されている場合シンボルでない。

。<app)(活用の種類）が活用テープル (3.. 9参照）にない。

・< check〉にくlvar> <avar> でない未束縛のシンボルが使用されている。

しマクロとスペシャルフォームの引数についてはこの限りでない。

・< 1 ex〉

ただ

o

|

 



2. 4 辞書のデータの持ち方

辞 書 は、大域変数 tdictionaryt にハッシュテープル（以下辞書ハッシュテ ープ

ル）として登録される。

(1) 辞書ハッシュテープルの初期化

2 . 3 (1)の関数 finit で行う。

ー一例ー一

(finit'd) ... ..' 辞書ハッシュテープルのみ初期化

(2) 辞書登録の際のハッシュ関 数について

辞 書 の登録する際のハッシュ関数 は 、 見 出 し 語 の 先 頭 の 文 字 の 内 部 コ ー ド を引数

とし、ユーザが自由に設定できる。

diet-key inter-code 

パッシュ 関 数 の デ フ ォ ル ト の 定義は以下の通りである。

(defun diet-key (inter-code) 

(let ((jis-code (inter-to-jis inter-code))) 

(if (not j is-code) 

(error・I 1 legal code―A" inter-code) 

(+ (/ (logand jis-tode #x7FOO) #x2) 

(logand jis-code #x7F)))) 

.. , hash(JIS) = ((JIS and x7FOO) / x2) + (JIS and x7F) 

ーー参考ー一

［関数］

ハッシュ関数計算の結果同ーキーになった場合、一つのキーに対して複数の文法

が登録される。 （付録 1 参照）

2. 5 辞書の検索

find-diet lex &key :hinshi :kouzou :check ［関数］

辞書ハッシュテープルに対して 検 索 を 行 な う 。

1 ex (ス ト リ ン グ ） で 指 定 さ れた見出し語をもつ辞書情報すべてをリストとして

返す。

キーワード： hinshi :kouzou :check で指定される引数は、それぞれ defdict

の cat struct check に対応し 、 指 定 さ れ た 場 合 は そ れ ら を 含 め て マ ッ チ す る辞

書情報すべてをリストとして返す。

/0 



2. 6 辞書の削除

del-dict Jex &key :hinshi :kouzou :check ［関数］

辞書ハッシ ュ テ ー プ ル に 対 し て 、削除を行なう。

1 ex で指 定された見出し語をもつ辞書情報をハッシュテープルから全て削除す る。

キーワー ド： hinshi :kouzou :check で指定される引数は、それぞれ defdict

の cat struct check に対応し、指定された場合はそれらを含めてマッチする情

報を削除する。

2 . 7 辞書ファイルのローディング

1 2 . 6の fload で行なう。

ー一例ー一

・'(fload "a.diet" "b.dict") 

辞書ファイル a.diet b. diet をローディング

(fload・a.diet" 日 b.diet" :initial'd) 

辞書ハッシュテ ー プ ル を 初 期 化

2. 8 辞書ハッシュテープル修正の記録

fload 以外の手段で辞書ハッシニテープルに対して行なわれた修正 (de f d i c t, de 

1-dict) は、大域変数 *diet-log-file* に束縛されているファイル（辞書修正ロ

グ フ ァ イ ル）にその操作イメージが記録される。 *diet-log-file* の初期値はカレ

、 ントディレ ク ト リ の "diet.log" である。

ー一例――.

(defdict・ 人＂＂名詞 ・(hitohum) t) 

(defdict ("泣日 n) ("動詞”・カ行五段 ・k) ((na n k) hum) t) 

辞書修正ログファイル

(defdict・ 人綱＂名詞 ・(hito hum) t) 

(defdict ("泣. n) (. 動詞＂＂力行五段 ・k) ((na n k) hum) t) 

I I 



2 . 9 活用のある語を登録する際の制約

(1) 語幹のある語

活 用 のある語で語幹のあるもの を 登 録 す る 際 は 、 語 幹 と そ の 活 用 の 種 類 を 記述す

るだけで形態素解析 (3. 2参照） を行なうことができるが、その際、活用テー プ

ルと整合性のある記述を行なわないと形態素解析に正しい動作を期待できない 。

活用テー プ ル は 大 域 変 数 *katsuyou-table* に束縛し以下のような設定にする。

(defconstant *katsuyou-table* 

會（（＂動詞＂

（＂力行五段”

（＂未然＂＂か. . こ.) (. 連用＂＂き＂＂い＂）．．．．．．．．．．．

一＼ （＂ガ行五段”

（＂未然. . が＂＂ご＂）（＂連用＂＂ぎ＂＂い＂）．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（＂ア行上一段"

（＂未然＂＂＂）（＂連用. "") ("終止. . る.).........•. 

（”力行上一段”

("未然. "") ("連用. "") ("終止. . る.)•••.••••.•• 

........................................ 
c-ア行下一段”

（＂未然- --) c・ 連用- --) c・ 終止””る-)..........• 

c-カ行下一段―

（＂未然――-) c-連用- --) c-終止””る-).......•... 

．
 

．．
 

....................................... 
（＂サ行変格＂

（＂未然" -さ＂＂せ- "し") ("連用＂＂し") .........。

....................................... 
(. 形容詞＂

（＂シク”

（＂未然＂＂かろ.) (. 連用＂＂かっ＂＂＜＂）

....................................... 
("形容動詞”

（＂ダ”

（＂未然＂＂だろ＂）（＂連用＂＂だっ＂＂て.)

...............。.......................))))
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扱 える活用の種類は以下の通りである。

動詞

カ行五 段 ガ行五段 サ行五段 タ行五段 ナ行五段 バ行五段

マ行五段 ラ行五段 ワ行五段

ア行上一段 力行上一段 ガ行上一段 サ行上一段 ザ行上一段 夕行上一段

ナ行上一段 ハ行上一段 バ行上一段 マ行上一段 ラ行上一段

ア行下一段 力行下一段 ガ行下一段 サ行下一段 ザ行下一段 夕行下一段

ナ行下一段 ハ行下一段 バ行下一段 マ行下一段 ラ行下一段

サ行変格（ただし語幹のあるもののみ、例えば＂勉強する”など）

形容詞

シク

形容 動詞

ダ

活用テープ ルの特徴は以下の通りである。

・・荏活用の種類には、活用の行（ア行、力行など）を含めて記述してある。従って

defdict を記述する際の活用の種 類 (3. 1の <app>) には、 *ka t s u y o u -t a b 1 e* 

に準じた記述をしなければならない。 （関連 3 . 3 辞書のシンタックスチ ニ

ック）

・活用において変化しないものを語幹として扱っている。従って、動詞の上一 段

活用、下一段活用においては標準的な活用と異なっている。

• 音便についても活用テープルで扱う。扱う音便は以下の通りである。

イ音便 力行五段 ガ行五段

撥音便 バ 行 五 段マ行五段ナ行五段

促音便 夕行五段 ア行五段 ワ行五段 ラ行五段

＊注 参考文献 中学国文法 小畑哲雄
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(2) 語幹のない語

語幹のない動詞および助動詞についてはすべての活用を登録するものとする。

ー一例ー一

動詞 ＂来る”

(defdict "こ” ＂動詞" ((kuru rnizen ko) hum) t) 

(defdict・ き” ＂動詞・ ((kuru renyou ki) hum) t) 

(defdict・ くる. . 動詞" ((kuru shuusi kuru) hum) t) 

(defdict・ くる" "動詞＂ ((kuru rentai kuru) hum) t) 

(defdict・ くれ＂＂動詞” ((kuru katei kure) hum) t) 

(defdict "こい" "動詞” ((kuru meirei koi) hum) t) 

助動詞 " tヽ.t " 

(defdic.t・ だろ＂＂助動詞" ((daro mizen daro) hum) t) 

(defdict・ だっ＂＂助動詞" ((daro renyou datt) hum) t) 

(defdict・ で＂ ＂助動詞＂ ((daro renyou de) hum) t) 

(defdict・ だ” ＂助動詞” ((daro shuusi da) hum) t) 

(defdict・ な” ＂助動詞” ((daro rentai na) hum) t) 

(defdict "なら＂＂助動詞" ((daro katei nara) hum) t) 

14-



3 . 構文解析

3 . 1 構文解析の方法

構文解析は、 bottom-up法に top-down予測情報を取入れたものとする。

処理の大まかな流れは、辞書情報をもとに形態素解析を行ない、その形態素解 1

つに対して、文法情碧を用いて構文解析を行なう。以後解が見つかる間その処理 を

繰返す。

3 . 2 形態素解析

形 態 素 解 析は、最長一致法に従い前から順番に行なう。語の同定に失敗した時は未

知 語と して 処理することができる。また文窪中に区切り箇所の設定が行なえる。

(1) 未知語処理

a . 未知 語 処 理 の ス イ ッ チ

形態素 解 折 時 に 辞 書 に な い 単語を未知語として処理できる。未知語処理は、大

域変数 *unknown* が nonnil の場合行なわれる。 *unknown* の初期値は tで

ある .0

b . 未知語情報の登録

defunknown cat var struct check ［マクロ］

*unknown* が nonnil の場合、形態素解析時に未知語の切出しが行なわれる

が、その際参照する未知語情報は、マクロ defunknown で登録される。それぞれ

の引数は defdict に準じる。 var は未知語の表記を受ける変数で、 struct 中

の var は未知語採用時に置き換えられる。これらの情報は大域変数 *unknown-

information* に push される。なお、未知語情芸が登録されていない時は、未

知語処理を行なわない。

(2) 語・文宣の区切り箇所の指定

語 、 文 章の切れる箇所を文章に記号を挿入することにより予め設定し、ておくこと

ができる。 （以下、後の切れる箇所を指定する記号を区切り記号、文の切れる箇所

を指定する記号を終了記号という。 ）

区切り記号は、大域変数 *kugiri* にセットされているストリングのリスト、終

I S"" 



了記号は大域変数 *end* にセットされているストリングのリストとする。 （ユー

ザは自由に設定することができる。）

ー一例ー一

(setq *kugiri*・(", • ・、・ ・(" ")"・[" ")" ....... etc)) 
(setq *end*・("。・"?・・!・・.・"*"......... etc)) 

a . 区切り記号の取扱について

形態素解析において、文章中の区切り記号を越えて語の切出しは行なわない。

b. 終了記号の取扱について

文寧は、基本的に最後の要素が終了記号であるものとする。もし、文章の最後

の 要 索以外に終了記号が出現し た 場 合 は そ こ ま で の 文 章 に つ い て 処 理 を 行 い、残

りは無視する。

なお、区切り記号、終了記号を指定されていない (*kugiri* *end* の値が ni 1) 

場合上記の処理は行なわれない。 *kugiri* *end* の初期値は ni 1である。

ー一．例ー一

(parse"文宣" "犬が吠える。")

(parse"文章" "犬が吠える。人が泣く。")

・ ;;; *end*に＂。＂があれば、つ犬が吠える。＂のみ処理、なければ

t't 全てを処理

ーー参考ー一

形態素解析のアルゴリズム

① 文寧にマッチする辞書で最長のものを候補として得る。

② 候補がなければ③へ。

③ 未知語処理を行なう。

未知語処理のアルゴリズム

① 最長一致で辞書に候補が見つからない。

② 候補が見つかるまで一つずつ右にずらす。

③ 候補が見つかった地点より左を未知語とする。
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3 . 3 構文解析

形態素解析の結果に対して、指定された文法カテゴリーを根とする構文解析木を求

め る。解析は bottom-up 的に行ない、 top-down予測情報により処理を効率化する。

3。 4 構文解析プログラムの関数仕様

parse root bunsho &key :input :output :print :lexical 

bunsho (ストリング）の先頭から終了記号 (4. 2参照）まで（終了記号が指定さ

れていない場合は最後まで）のサプストリングに対してキャリッジリターン (#Ynewl

ine) スペース (#¥space) を削除し、 root(ストリング）が根となるようなすべて の

構文解折木を求め、その個数と、それぞれの構文解析木がもつ横造データのリスト、

処理結果を rnultiple-values で返す。ここで処理結果とは、 root を根とする構文解

析 木 を 作 成 の結果余った形態素解のリストであり、余りがない場合は.. (空ストリ

ング）となる o

bunsho に ni 1を指定し、キーワー ド ： input にファイルまたはストリームを指定

するとそのファイルから 1ストリングを読み込み、それを bunsho として処理する。

: input で 指 定されたファイルが存在しない場合、ストリームが正しくない場合、フ

ァイルにストリングが記述されていない場合はエラーとなる。また、 input がストリ

ングの場合でファイルの最後に到達している場合は、 end_of_stream (シンポル）を

返す。

: output にファイルまたはストリー ム が 指 定 さ れ て い る と 、 最 終 的 な 構 造 デ ー タを

そのファイルに出力し、有耳の個数と処理結果を multiple-values で返す。： output 

で指定されたファイルがすでに存在している場合は付加えられる。

: print Iこ tが指定されると、形 態 素 解 析 、 構 文 解 析 の 解 が 見 つ か る 度 に そ の 解を

出力し、入力待ちとなる。そこでユーザの入力に従い次の形態素解析や構文解析に移

行したり、終了したりする。

nil を指定すると結果出力なしにすべての解を求める。： print のデフォルトは tで

ある。

: lexical に tが指定されると、構文解析木のリストイメージを構造データとして

返す。 nil であれば、 root の構造を構造データとして返す。： lexical のデフォル ト

は ni 1である。

ー一例ー一

(parse・ 文章””自然言語についての文献がほしい。.) • ・

(parse・ 文章・:input in :output out) ; ; ; in out はストリーム

(parse "文章. . 自然言語についての文献がほしい。 ・:printnil) 

；；； 中間出力なし
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付録.I 

形 態素解祈について

形態素解祈の手法としては、

(1) アルゴリズムの括単さ、

(2) 処理時間の速さ、

(3) 構文解折での失敗でパックトラックした際の次候補の管理がしやすい、

等の点から、最長一致法を採用した。形態素解折のための文法としては、学校文法を参

考にしたが、一部処理の節略化のために変更を行った。形態素解祈の問題点として以下の

ことを考感、した。

1 . 活用のある語のマッチ ン グ 処 理 の 方 法

活用のある語については、活用語尾を含んだ部分とのマッチングを行わなければならな

い。そのための戟略として次のことを行った。

(1) 活用のある語は辞書には語幹のみを登録し、語尾を活用テープルに登録することで、

全体としてマッチングを行う構造にした。

(2) 助動詞、不規則動詞（する、来る）は語幹がなく、 (1)の処理ではうまくいかない。こ

れらの語は数が少なく、共通する規則性がないので、活用形を全て辞書に登録し、活用

テープルは参照しないことで解決した。但し、語幹のあるサ変動詞（制御する等）は活

用テープルを用いることとした。

(3) 上一段、下一段の動詞のなかには語幹のない動詞があり（見る、診る、穀る）、 (1)の

処理ではうまくいかない。これらの語は数が多く、規則性があるため、全ての活用を辞

吝に登録することは不経済である。ここで上一段、下一段勤詞の活用を詞ぺると、

「＊、＊、＊る、＊る、＊れ、＊ろ、＊よ」 （＊は同じ文字）

となる。よって、上一段、下一段の動詞は活用語尾の一文字目を語幹に含むこととし、

活用テープルは未然形、連用形については活用語尾なしとすることによって解決した。

くまとめ＞

・活用テープルを作成する語について

形容詞、形容動詞、五段活用勤詞、下一段・上一段動詞、 「する」を除くサ変動詞。

辞寄の見出し語は語幹のみを登録。

下ー・上ー動詞の語幹は原形から「る」を除いた郭分とする。

辞言には情報として活用の種類を記述しておく。

それぞれの活用の種類に対して活用テープルを作る。

・活用テープルを作成しない語について

助動詞、 「来る」、 「する」。

辞書の見出し語は活用形の全てを登録。

辞書には情報として活用形を記述しておく。
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2. 処理の高速化

2. 1 ハッシュテープルによる処理の高速化

形慈解折においては、辞吝の検索範囲をせばめることにより処理を高速化できる。そこ

で、 LISPのハッシュ滉能を用い、検索の範囲をせばめることを考え、ハッシュテープ

ルのキーを計算する適当な関数を用意し、同じキーになる見出し語は、リストとしてテー

プルに割り当てることとした。ハッシュテープルのサイズについては、あまり大きくしす

ぎることはメモリの負担をかけすぎるのではないかとの危惧があり（辞書の見出し語の数

にもよるが限界はよくわかっていない）適当な大きさ (2I 4程度）のテープルサイズにす

ることにした。

2. 2 形慈素解祈のアルゴリズム

I 

最長一致法のアルゴリズムとして次の二つを考え、比較検討した。

検討項目 アルゴリズム 1 アルゴリズム 2

入力全体が見出し語と一致するか 入力全体から見出し語の語長分だ

どうかを詞ぺ、一致すれば単語とし け切出し、一致するかどうかを調ペ

て切り出す。一致しなければ、最後 る。一致した単語の中で最長の単語

尾の一文字を削除し、この処理を繰 を切り出す（図 1)。ハッシユテー

瑕要 1り返す（図 1)。ハッシュテープル プルのキーを計算する関数は、一文

のキーを計算する関数は、見出し語 字目の文字コードの一部によって計

の語長と、一文字目の文字コードの 算される。

一部により計算される。

単語が見つかった時点で検索を打 検索空間は入力の一文字目に依存

ち切るため、場合によって検索空間 し、未知語である堪合も含めて常に

検索空間＼は異なる。検索空間が最も広くなる 一定であり、その大きさは、一文字

場合の大きさは、一文字目に対応し 目に対応したハッシュテープルに登

た複数のハッシュテープルに登録さ 録されている見出し語の数である。

れている見出し語の総数である。

検索は単純な比較でよいため、一 入力から見出し語の語長分切り出

検索時間 1つの見出し語に対する検索時間は短 すという撲作が入るため、検索時間

i, が余分にかかる。

I 活用テー 単語を切り出す際、毎回、活用テ マッチした際に、その単語の活用 I

プル検索 iープルの全てを検索する。 ！形のみ検索する。 i 
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検索空間をハッシュテープルのサイズが等しいとして比較すると、アルゴリズム 1の最

悪の場合の検索空間は、見出し語の最大語長倍、アルゴリズム 2より大きくなる。アルゴ

リズム 1は一致した時点で検索を打ち切るということを考怠しても、長い単語から順に検

索することと、長い単語ほど出現頻度が低いという直観（日本語でよく使われる単語は 1 ゾ

文字か2文字の比較的短い単語が多い）により、検索空間の面からはア）レゴリズム 2の方

が有利である。また、検索時間、活用テープルの検索時間については、それぞれアルゴリ

ズム 1、アルゴリズム 2が有利である。これらのことを総合的に考庶してアルゴリズム 2

の方が有利であると判断し、今回のパーザではアルゴリズム 2を採用することにした。

・アルゴリズム 1

¥[I 

I A¢=, 入力文 1

活用テープルをA
の語尾でサーチ

~ 

Aから語尾を除いた部
分で該当する活用を持
つ単語の語幹をサーチ

単語切出し

と

Aで辞書の見出
語をサーチ

Aの最後一
A¢::, 文字を削除

したデータ

未知語処理

・アルゴリズム 2

亨
IA乞入力文

Aから見出語の

語長分を切出し
マッチング

•一致
活用有

I 

活用テープルを
サーチ

見出語を候補リ
ストに入れる

未知語処理

図 1. 形態素解祈のア）レゴリズム

候補者リストの
最長の語を単語
として切り出す

二
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くまとめ＞

・アルゴリズムとしてアルゴリズム 2を使う。

・辞吝の見出し語は、ハッシュテープルにリスト形式で格納されている。

・ハッシュテープルのキーは最初の文字の JI Sコードをもとに計算する。

・キーを計算する関数は効率のよいものに変えるためにユーザが定裳できる。

く参考＞ ハッシュテープルのキーを計茸する関数

見出し語の一文字目の JI Sコードをもとに計算する。キーを計算する関数は効率のよ

いものに変えるためにユーザが定裟できる。デフォルトのキー関数としては次の計算式を

用いた。ただし、 Xは一文字目の JI Sコードである。

キー関数= (+ (AND X 7FH) (/ (AND X 7FOOH) 2)) 

即ち、この関数は JI Sコードの有効ピット（上位パイトの下位 7ピットと下位パイトの

下位7ピットを使った 14ピット）によってキーを計算する計算式である。

,
9
9
.
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付録 2. bottom up構文解析の効率化

1. top down予測情報

下図において、各部分横文木の根と、その根から最左の枝を辿って得られる節との関係（破線）は、開文解析の到

逹可能性を表す。この I.opdown予測情報を用いて規則の適用を制限することにより、 bottom up構文解析の効率

化を図ることができる．
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2. 表現方法

1. top down予測情報は、

贅
、
＼ー

．．．． 

(right1 .root)を要素とするリストである。

2. right1は、・規則の右辺左端の範とする。

3. rootは、 部分椛文木の根の範とする。

4. (right1・root)は、 rig/由がrootに接続可能であることを表す。

5. top down予測情報は、 大域変数*link-category-list*に束縛される。

3. 抽出方法

1. *link-category-list*を空にする。

2. 規則に現れる全ての範に対して以下を行う。

(a)ある範をcatとする。

(b) (cat.cat)を*!ink-cate'gory-list *に追加する。

3. すぺての規則に対して以下を行う。

(a)ある規則の右辺左端の範をrig/由とする。

(b)その規則の左辺の範をleftとする。

(c) *link-category~list *に (right1.left)が含まれていれば何もしない。

(cl) *link-category-list*に (righl1.left)が含まれていなければ以下を行う。

i. Xを任意の範とする。

ii. yを任意の範とする。

iii. *link-category-list*の中で、 (x.rigl由）に一致するxと (iefl.y)に一致するyの

せについて、 (x.y)を*link-ca.Legory-list*に追加する。

すぺての組み合わ

2 2. 
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4. 抽出例

次の規則に対応して、 *link-category-list*が追加されていく様子を例示する。

a-+b,c. 

d→ b,e,f. 

b→ g,h. 

g一e,f.

5. 解析方法

(a a) (b h) (cc) (d d) (e e) (ff) (g g) 

(b a) 

(b d) 

(g b) (g a) (g J) 

(e g) (e b) (ea) (e d) 

解祈に先立ち木の根の範が与えられ、その範を部分木として解析を行う。

ある部分木の解析方法を以下に述ぺる。

L その部分木の根の範をrootとする。

2. 3. または 4.のどちらかが成功すれば成功、ともに失敗すれば失敗。

3. (a)先頭の単語の範をwordとする。

(b) *link-category-list*に (word.root)が含まれていなければ失敗。

(c) wor・dについて規則の適用を行い、 成功すれば成功、失敗すれば失敗。

4. (a)右辺が空である規則の左辺の範をleftとする。

(b) *link-category-list*に (left.root)が含まれていなければ失敗。

(c) leftについて・規則の適用を行い、 成功すれば成功、失敗すれば失敗。

ある範について規則の遥用方法を以下に述ぺる。

l. 適用する範をcatとする。

2. ある規則の右辺の範を左からrig!山(i=l,2,…，n)とする。

3. その規則の左辺の範をleftとする。

4. catとright1の等しい規則がなければ失敗。

5. rig! 山(i= 2,3, …, n)を順に部分木の根の範とし、残りの単語列に対して再掃的に解析を進める。いずれかの部

分木の解祈が失敗すればその時点で失敗となる。

6. leftについて再備的に規則の適用を行い、成功すれば成功、失敗すれぽ失敗。
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II章．操作仕様

1 . インスト ール

(1) MTの構成

以下の様なテ，• イレクトリィ構成になっている。

parser 

setupファイル

(setup. lisp) 

(2) 環境設定

binary 

バイナリー

共通ファイル

source 

ソース

共通ファイル

sample 

symbo 

symbolics用バイナリーファ イ ル

sun 

sun用バイナリーファイル

v ax 

vax用バイナリーファイル

.. 
J 1 S 

j i sソースファイル

symbo 

symbolics用ソースファイル

sun 

sun用ソースファイル

vax 

vax用ソースファイル

．． 
J l S 

j isサンプルプログラム

symbo 

symbolics用サンプルプログラム

sun 

sun用サンプルプログラム

vax 

vax用サンプルプログラム

setupファイル (setup.lisp)中の *install-directoryキの値を parser の上のデ

イレクト リ ー に 設 定 す る 。

(3) コンパイル

関数 parser-compile-all で必要な全てのソースファイルがコンパイルされ 、

バイナリーファイルが生成される。

2升



2 . 準備

(1) セ ソ トアップ

setupファイルをローディ ングする。

Command: {load 一遼切なパス名 setup.lisp") 

，必要なフ

-・. .' Parser: 

(2) 

ァイルがローディ

．．．．．．．．．．．．。・・。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

環壊設定、

p;ram-ke;r 

文 法 ル ー ルを登録する際のハッ

diet-key 

辞書を登録する際のハッ

、
土

以下の大域変数は、

ングされる。

:!=dict-log-fi le* 

辞吝登録。削除のログファイル

*current-directory* 

指定されたバス名が存在しない場合、

ルを対象にする。

... 
''. 

．．
 •9 •9 

プ ロ ン プ ト 変 更

(VAX 版については変更されない）

ニーザ定義関数など

ファイル： prs_usrdefine。1is p中に記述してある以下の関数は必要に応じてニー

ザ が吝き換えることを推奨する。

［関数］

シュ関数

,
 

．．
 

数関二シ

［関致］

プログラム実行前に適切なバス名に変更しておく必要がある。

［大域変数］

［大域変数J
この大域変数で指定されるパス名のファ イ
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3 . 辞書

(1) 辞 書登録

defdict diet ［マクロ〕

指定された辞書情碧 (gram)を辞書ハッシュテープルに登録する。

【辞書の書式】

辞書の書式は以下の通りである。

<di Ct〉 ::= (<lexs〉 <cats〉 <struct〉 <check〉

<lex s〉 ::=<lex>I 活用無し

((1 e X〉 活用有り

[<lvar>] 活用語尾を受ける変数

<cats> ::= <cat〉 | 品詞
：、し (<cat〉 活用有り

<app) 活 用 の 種 類 （ 力 行 五 段 etc)

[<avar>] 活用形を受ける変数

<struct> ::= lisp object 構造

<check> : := lisp object チェック

<lex〉 : := string 見出し語

<cat〉 : :== string 品詞

<app> ::= string 

<Ivar> : : = symbol 

< av ar> : : = symbol 

【活用のある語の登録】

活用のあ る 語 を 登 録 す る 際 は、大域変数 *katsuyou-table* と整合性のある 記述

を行なう必要がある。

デフォルトで扱える活用の種類は以下の通りである。

動詞

カ行五段 ガ行五段 サ行五段 タ行五段 ナ行五段 バ行五段

マ行五段 ラ行五段 ワ行五段

ア行上一段 カ行上一段 ガ行上一段 サ行上一段 ザ行上一段 タ行上 一段

ナ行上一段 ハ行上一段 バ行上一段 マ行上一段 ラ行上一段

ア行下一段 カ行下一段 ガ行下一段 サ行下一段 ザ行下一段 タ行下 一段

ダ行下一段 ナ行下一段 ハ行下一段 バ行下一段 マ行下一段 ラ行下一段

サ行変格（ただし語幹のあるもののみ、例えば＂勉強する＂など）

2 l 



．、）

形 容詞

シク

形容動詞

夕
． 

＊注 語幹 の な い 動 詞 お よ び 助動詞につい＝はすべての活用を登録するものとす

る必要がある。

ー一例ー一

動詞 ＂来る”

(defdict・ こ” ＂動詞＂ ((kuru mizen ko) hum) t) 

(defdict・ き” ＂動詞" ((kuru renyou ki) hum) t) 

(defdict "くる口匹動詞- ((kuru shuusi kuru) hum) t) 

(defdict・ くる＂＂動詞” ((kuru rentai kuru) hum) t) 

(defdict~ くれ~ ~ 動詞口 ((kuru katei kure) hum) t) 

(defdict・ こい＂＂動詞” ((kuru rneirei koi) hum) t) 
：ヤ

＿助動詞 -ナご"

(defdict~ だろ~ ~ 助動詞” ((daro m、izen daro) hum) t) 

(defdict・ だっ＂”助動詞゜ ((daro renyou datt) hum) t) 

(defdict・ で” ＂助動詞” ((daro renyou de) hum) t) 

(defdict・ だ” ＂助動詞・ ・((daro shuusi da) hum) t) 

(defdict~ な” ＂助動詞・ ((daro rentai na) hum) t) 

(defdict "なら. . 助動詞" ((daro katei nara) hum) t) 

【シンタックスチェック】

辞書登録の際以下のシンタック スチニックを行なう。該当する場合は適切な war

ning を出力 し 、 辞 書 ハ ッ シ ュ テ ープルに登録しない。

a . 活用がない場合

。引数が 4つでない。

。<1 ex〉がストリングでない。

。<cat〉がストリングでない。

b. 活用がある場合

(1)に加えて

・引数が 4つでない。

・<lvar> (活用語尾を受ける変数）が記述されている場合シンボルでない。

・<avar> (活用形を受ける変数）が記述されている場合シンボルでない。

• <app> (活用の種類）が活用テープル (3• 9参照）にない。

・<check〉にくlvar> <avar〉でない未束縛のシンボルが使用されている。ただ
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--'I 

しマクロとスペシャルフォームの引数についてはこの限りでない。

【リターン値］

defdict は、登録に成功すればその定義イメージを、失敗すれば NIL を返す。

（シンタックスエラー、または、重複登録）

【その他】

なお、 floadnfload (5. 参照）以外の方法で（リスプインタプリタ上で直接

定義された場合や、 load による場合など） defdict による辞書ハッシュテ ープ

ルの変 更が行なわれた場合、その記述イメージが *dict-log-file* に束縛され

ているファイルに付加えられる。

ー一例ー 一

Parse: (defdict・ 人＂＂名詞 ・(hitohum) t) ;;; 活用がない場合

(DEFDICT"人＂＂名詞" (HITO HUM) T) ;;; リターン値

Parse: (defdict "泣" n) (・動詞＂＂力行五段 ・k) ((nae i) hum) t) 

；；；活用がある場合

(DEFDICT ("泣. N) ("動詞＂＂力行五段" K) ((NA E I) HUM) T) 

．；；； リターン値

Parse: (defdict ("泣. n) • 動詞＂＂力行五段" k ((na e i) hum t 

NIL ．．． リターン値

ファイル *diet-log-file* 

(DEFDICT"人. "名詞 "(HITO HUM) T) 

(DEFD I CT ("泣. N) ("動詞＂＂力行五段 "K) ((NAE I) HUM) T) 
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(2) 辞書検索

find-diet lex &ke :hinshi :kouzou :check ［関数］

ハッシニテープルに対して辞書情報の検索を行う。

lex で指定された見出し語を持つ辞書情報全てをリストにして返す。

キーワード hinshi kouzou check はそれぞれ defdict の hinshi kouzou check 

に対応しており、指定されたときはそれらを含めてマッチする辞書情報全てをリス

トにして返す。

該当する辞書情報がないときは ni 1を返す。

一例ー

Parse: (find-diet・ 人臼）

（（＂人＂＂名詞" (HITO HUM) T) ("人”・名詞" (NIN) T)) 

Parse: (find-diet・ 人―:hinshi・ 名詞 ・:kouzou (hito hum) :check t) 

（（＂人. . 名詞" (HITO HUM) T)) 

(3) 辞書削除

del-dict lex &key :hinshi :kouzou :check ［関数］

指定された 辞書情苺を辞書ハッシュテープルから削除する。

1 ex で指定された見出し語を持つ辞書情報を辞書ハッシュテープルから全て削除

する。

キーワー ド・hinshi kouzou check はそれぞれ defdict の cat struct check に

対応しており、指定されたときはそれらを含めてマッチする辞書情報が全て削除さ

れる。

削除項目が あ る 場 合 は そ の 記 述イメージが、ない場合は ni 1を返す。

del-dict による辞書ハッシュテープルの変更が行なわれた場合、その記述イメ

ージが *dict-log-file* に 束 縛 されているファイルに付加えられる。

ー一例ー一

Parse: (del-dict・ 人＂）

(DEL-DICT "人＂）

Parse: (del-dict・ 人" :hinshi "名詞 ・:kouzou (hito hum) :check t) 

NIL 
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ファイル *dict-log-fi le* 

(DEFDI CT "人＂＂名詞. (IIITO HUM) T) 

(DEFDICT ("泣. N) (. 動詞＂＂力行五段" K) ((NAE I) HUM) T) 

............... 
(DEL-DICT "人.)
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4. 文 法関 係

(1) 文法登録

defp;ram lhs . rhs ［マクロ］

右辺が lhs左辺 rhs の文法を文法ハッシュテープルに登録する。

（文法の書式】

文法の書式は以下の通りである。

<lhs> 

<rhs> 

・ ・== (<cat〉 <struct〉 <check>)

"= nil I 
(<term〉 {<term〉)＊） 

<term〉 : ： = <terml> I 
(<terml> . <continue>) 

<terml> : := (<cat> <var> <check〉)

<continue>::= (nil) I 

(<count> <var> <check> 

<cat〉:: = string 

<struct〉:： = lisp object 

<check> _::= lisp object 

: <var> : : = symbol 

<count〉:： = (number) 

(numberl number2) 

【シンタックスチニック】

E 規則

繰り返し規則

文法カテゴリー

構造作成

チェック

下からの構造を受ける変数

number以上の繰り返し

numberl から number2

までの繰返し

文法登録の際以下のシンタックスチェックを行なう。該当する場合は、適切な w

arning を出力し登録しない。

a。通常の文法の場合

①右辺

<terml〉 の レ ン グ ス が 3でない。

• (Cat〉がストリングでない。

・<var〉が．シンボルでない。

・一連の <terml> 中にくvar〉が重複して現れる。

・<check〉にくvar〉でない未束縛のシンボルが使用されている。ただしマク

ロとスペシャルフォームの引数についてはこの限りでない。
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②左辺

<terrnl〉のレングスが 3でない。

• (Cat〉がストリングでない。

• <struct〉<check〉に右辺のくvar〉以外の未束縛のシンボルが使用されてい

る。ただしマクロとスペシャルフォームの引数についてはこの限りでない 。

b . 繰り返し規則の場合

① <continue〉が (ni 1) の繰返しの <term>

(a) 右辺

・<terrnl〉について (1)の右辺と同じチェック

• <continue〉が (ni 1) でない。

(b) 左辺

. (1)と同じ

②、 <continue〉が (ni 1) でない繰返しの <term〉

(a) 右辺

・<terml〉について (1)の右辺と同じチェック

• <continue〉のレングス が 3でない。

• <continue〉のくvar〉がシンボルでない。

• <continue〉の <check〉に <con.tinue〉のくvar〉 以 外 の 未 束 縛 の シンポ

ルが使用されている。ただしマクロとスペシャルフォームの引数については

この限りでない。

(i) <count〉が (number) の場合

・numberが正の整数でない。

(ii)<count〉が (numberlnumber2)の場合

(i) に加えて numberl number2 が昇順でない。

(b) 左辺

. (1)と同じ

C , e規則の場合

(1)に同じ

d. 追加

<struct〉<check〉において、未定義の関数が含まれている場合は、 warning を

出力するが、文法ハッシ.:,.テープルには登録する。
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【リターン値）

def gram は、登録に成功すればその文法情報を、失敗すれば NIL を返す。 （シ

ンタックスエラー、または、重複登録）

ー一例ー一

(defgram (日名詞句・ (cons・agent n) t) 

（・名詞曰 n t) 

（＂助詞 ・p (equal・ga (carp)))) 

(defgram ("修飾語句 ・(list np2) t) 

((. 名詞句 ・npl t) (Z 4) np2 t)) 

(def gram ("名詞句" (eps) t)) 

通常の文法規則

繰返し規則

E 規則

33 



(2) 文法検索

find-gram cat ［関数］

ハッシュテープルに対して文法の検索を行う。

cat はストリングでなければならない。 cat が右辺左端の文法カテゴリーに一致す

る文法全てを返す。

なお、 e規則を検索する場合には、関数 get-epsilon-rule で行なうこと。

Parser: (find-gram・ 名詞句.)

（（（＂名詞句 ・(cons・agent n) t) ("名詞 ・n t) ("助詞 ・p (equal・ga (carp)))) 

（（＂修飾語句 ・(list np2) t) (("名詞句 ・npl t) (2 4) np2 t))) 

一、←

＼ 

39・ 
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5。文法・辞書の ロ ー ド

(l) 文法・辞書ハッシュテープルの初期化

finit initialize-table ［関数］

文法ハッシュテープルは、関数 fini tで初期化される。この関数は、文法ハッ

シュテープルのだけではなく、辞書ハッシニテープル（辞書データもハッシュテー

プルで持つ、 3参照）の初期化も行うことができる。

initialize-table は、 gd b のいずれかであり、 g であれば文法ハッシュテー

プルを、 d であれば辞書ハッシュテープルを、 bであればそれらの両方を初期化す

る。なお、 g または b が指 定さ れた際は、トップダウン予測情報も初期化される。

・
~

ー一例ー一

(finit'g) 

(finit'd) 

(finit'b) 

文法ハッシュテープル初期化

辞書ハッシニテープル初期化

文法・辞書ハッシュテープル初期化

(2) 文法・辞書ファイルのローディング

a . ハッシニテープルを初期化する場合

fload &rest data-files ［関数］

文法・辞書ファイルは、関数 fload を用いてまとめてローディングする。その

際、文法・辞書ハッシニテープルを 初 期 化 す る 。

ー一例ー一

(fload・a. gram" "b. gram") 

(fload・a.gram" "b. gram・ ・a. diet") 

b . ハッシニテープルを初期化しない場合

nfload &rest data-files [関数］

関数 nfload を用いて、辞書・文法ファイルをローディングすると、ハッシュテ

ープルの初期 化を 行な わな い。

＊注 lisp の load とは、修正記録をとらないという点で異なっている。従って

defdict を多く含むファイルは、 nfload でローディングするとかなり高速になる 。
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6 . 構文解析

(1) 構文解析

arse root bunsho &ke :in ut :out ut: rint :lexical :struct 

bunsho (ストリング）の先頸から終了記号 (3. 2参照）まで（終了記号が指定さ

れていない場合は最後まで）のサ プストリングに対してキャリッジリターン (#Yn e wl 

ine) スペース (#Yspace) を削除し、 root(ストリング）が根となるようなすべ ての

構文解折木を求め、その個数と、 それぞれの構文解析木がもつ構造データのリスト、

処理結果を multiple-values で返す。ここで処理結果とは、 root を根とする構文解

析木を作成の結果余った形態素解のリストであり、余りがない場合は対応する要索が

＂＂（空ストリング）となる。

) bunsho に ni 1を指定し、キーワード：input に フ ァ イ ル ま た は ス ト リ ー ム を指定

するとそのファイルから 1ス ト リングを読み込み、それを bunsho として処理する。

: input で指定されたファイルが存在しない場合、ストリームが正しくない場合、フ

ァイルにストリングが記述されていない場合は warning を出力し処理を中止する。

また、 input がストリングの場合でファイルの最後に到達している場合は、 end_of_s

tream (シンボル）を返す。

: output にファイルまたはストリームが指定されていると、最終的な構造データを

そのファイルに出力し、解の個数と処理結果を multiple-values で返す。： output 

で 指定されたファイルがすでに存在している場合は付加えられる。

: ;rint に tが指定されると、形態素解析、構文解折の解が見つかる度にその 解 を

出力し、入力待ちとなる。そこで ユーザの入力に従い次の形態素解析や構文解析に移

行したり、処理を終了したりする。 ni 1を指定すると結果出力なしにすべての解を求

める。： print のデフォルトは tである。

: lexical に tが指定されると 、構文解析木のリストイメージを構造データとし て

．｝ 返す。 ni 1であれば、 root の構造を構造データとして返す。： lexical のデフォルト

は ni 1である。

: struct に tが指定されると、中間出力の構文解析木に構造情報が出力される。

n i 1であれば出力されない。： struct のデフォルトは tである。
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ー一例ー一

(parse・ 文章””これが構文．解析木の例だ。.)

Parser: (parse ・文宜員• これが棺文F析木の丙さ．・）
Count : 1や rphene

1 代名匠(KOREt-0'-10))これ l助河：(GA KAKUJOSKI))が 1名f.[(KOO BUN NOON) ] t'X文 l名r-[(KAI SEKI NOON))~ 析 I
名冗(KINOON))* I 
助 (NOK灰 UJOSHI))の 1名r:[(REIINSTANCE) J例 1助勤河：(DA J改>CXJSHI(" t.:... • *を止形＇）））だ I句毎(MARUE 

ゆ）J. I 
Ex1 t(E) Ne泣やrphene(N)Parser(P)〉>p 

Count: 1 Parsing Tree 
文・・(((((K改 E心 0)) (GA KAKUJOSHI)) 

(((((KOOBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSKI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOOOSKI ( 
”ざ・終止形` ））））

(MARU END)) 
文..((((KORE心 O)) (GA KAKUJOSHI)) 

(((((KCXJBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOOOSKI ( 
・ t~ 臼終止形')))) • 

主部.(((KORE ぽ~O)) (GA KAKUJOSHI)) 
名罰年.((K改 EM:JNO)) 

代名~. (KORE M:JNO) •• これ
.. 助罰..(GA KAKUJOSHI) •• が ・

述部.(((((KCXJBUN NO:」N) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOOOS 
HI (aだ＂終止形` ）））

名円冗.((((KOOBUN NOON) (KAI SEKI N① N) (KI NOON)) (NO K奴 UJOSKI)) (REI INSTANCE)) 
速 体釦.(((KOOBUN NOON) (KAI SEKI NOON). (KI NOON)) (NO KAKUJOSKI)) 

名罰!;J..((KOOBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) . 
名t;. (KOOBUN NOON) •• 棺文
名r-'i.• (KAISEKI NOON) •• ~ 折
名~.(KI NOON) •• 木

助r-l-.(NO KAKUJOSKI) •• の
名~. (REI INSTANCE) •• 例

助・(DAJOOOOSHI (• だ・・耗止芳））．．だ
句点。(MARUEND) ••• 

・Ex1 t(E) Next(N) > >n 
Exi t(E) Next. や rphene(N)〉>n 

. {(((((K改 E心 0)) (GA KAKUJOSHI)) 
(((((KOOBUN NOON) (K紅 SEKINOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOOOSHI (• t.:' 

饂終））））
（傘UEND))) 

（霧")

(parse ・文章．”これが構文解折木の例だ。

Parser; (parse・文＂これが棺氾窃沐の節さ. • : print n11) 

((((((K函心O))(GA KAKUJOSHI)) 

:print nil) 

(((((KOOBUN NOON) (KAISEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INST/lNCE)) (DA JOOOOSHI (• だ
・終止形")))) . -・ 
(MARU END))) 

（冨•)
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(parse・ 文宣―”これが構文解折木の例だ。・:lexical t) 

Parser: (parse・文・これが棺文に椋杞呪祐さ.• : lexical t) 
Count : iや rphene

1 代名阿(K~E~O)J これ l 肋江(GAK奴 UJOSHI)Jが 1名珂(KCXJBUNNOON)) tl文 l名r:[(KAI SEK! NOON)) ti; 折 I
名r-[(KINOON))* I 
珈 (NOKAKU JOSHI) ]の 1 名r:[(REI INSTANCE) ]例 1 助tW[(DA JODCXJSHI (• t:... • 荘止冠））］だ I 句点(HARUE 

ND) J. I 
Exi t(E) Nextや rphene(N)Parser(P)〉>p 

Count : , Pars1 ng Tree 
文・({(((KORE心 O)) (GA Kf≪.UJOSHI)) 

(((((KCXJBUN NCXJN) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO K奴 UJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOCXJSHI ( 
・t!'・終止形＂））））

（唸U END)) 
文~・ ((((KORE 心O)) (GA Kf≪.UJOSHI)) 

(((((KOOBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO K奴 UJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOCXJSHI ( 
・t!'・終止舌））））

主部..(((KOREぼ O)) (GA KAKUJOSHI)) 
名~. ((KORE・M: 籾)))
代・ (KORE 欣~O) •• これ

助~. (GA Kf≪.UJOSHI) •• が
述部.(((((KOOBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NCXJN)) (NO KAI<氾JOSHI)} (REI INSTANCE}) (DA JODCXJS 

HI (• t!' ・終止舌））） ・

名r-J-¥;J..({ ((KCXJBUN NCXJN) (KAI SEKI NCXJN) (KI NCXJN)) (NO K奴 UJOSHI)} (REI INST邸 CE))
連体炉釦瓦.(((KCXJBUN NCXJN) (KAI SEKI NOON) (KI NCXJN)) (NO Kf≪.UJOSHI)} 

名罰年.((KCXJBUN NCXJN) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) 
名~. (KCXJBUN NCXJN) •• 棺文
名m. (KAISEKI NCXJN) •• ~ 析
名r-J.• { KI NCXJN} •• 木

助m. (NO KAKUJOSHI) •• の
名艦 . (REI INSTANCE) •• 例

助・(DAJODCXJSHI (• だ菖●荘止形')).. だ
句点戴.(MARU END) ••• 

Exi t{ E) Next(N)〉>n
. Exi t(E) Nextぬrphene(N)≫・n

Jc 



（（（・づこ鵞t"
(((((KOREぼ O)) (GA KAKUJOSHI)) 

(((((KOOBUN NOON) (K紅 SEKINOON) (KI NOON)) (NO Kば UJOSHI)) (REI INSTmCE)) (DA JOOOOSKI (・だ
・・終止冠））））

（唸UEND)) 
n 

((E OOOTE (唸UEND)) 
(S OOOTE 
. ((((KOREぽ 0)) (GA KAKUJOSHI)) 

(((((KO'JBUN NOON) (K紅 SEKINOON) (KI NOON)) (NO KAKU JOSHI)) (REI INST mCE)) (DA JOOOOSHI ( 
•t~ ・共止形`））））））

（（じ文菖
((((KORE 戌~O)) (GA KAKUJOSHI)) 
(((((KOOBUN NOON) (K紅 SEKINOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTmCE)) (DA JOOOOSHI (• 

t:' • 終止形＇））））
T) 

((PP OOOTE (((((KOOBUN NOON) (K紅 SEKINOON) (KI NOON)) (NO Kl≪.UJOSHI)) (REI INSTmCE)) (DA JO 
DOOSHI (• だ'•終止吝）
）） 

）
 

(SP OOOTE (((KORE MONO)) (GA KAKUJOSHI)))) 
（（（・主寄 (((KORE心 O)) (GA KAKU JOSHI)) T) ((P O'JOTE (GA KAKUJOSHI)) (NP OOOTE ((KOREぽ)NQ)))

（（（・名罰守 ((KORE MONO)) T) ((N OOOTE (KOREぽ籾)))) ((じ代名i-l'(KOREぽ籾)) . これり）））（（・助：T
(GA KAKUJOSHI)• が

）））） 
((• 述 (((((KOOBUNNOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOO 

USHIいだ・終止形')))

n 

I)))) 

((P QUOTE (DA JOOOOSHI (• だ 1を止芳）））
(NP QUOTE ((((KOOBUN NOON) (KAJ..SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTAACE))}) 

（（い名罰守 ((((KOOBUNNOON) (.KAISEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTAACE)) TI 
((N. QUOTE (旺IINST閲CE)) (R QUOTE (((KOOBUN NOON) (KAJ..SEKI NOON) (KI NOON)) (NO氾IKUJOSH

・（（（・連体修如寄 (((Ko:JBUNNOUN) (KAI SEKI NOUN) (KI NOUN)) (NO KAKUJOSHI)) n 
((P OOOTE (NO KAKUJOSHI)) (NP OOOTE ((Ko:JBUN NOUN) (KAI SEKI NOUN) (KI NOUN)))) 
（（じ名t=}1iJ" ((KOOBUN NOUN)・(KAI SEKI NOON) (KI NOON)) n 

((N-3 OOOTE (KI NOUN)) (N-2 aJOTE (KAI SEKI NOUN)) (N-1 OOOTE (KOU BUN NOUN))) 
（（じ名~ { KOUBUN NOUN) ・棺文り） （『名庁 (KAI SEKI NOUN) ・肝桁）） (("名?=l'(KI NOUN) ・ポ）

（（・助?;r (NO KAKUJOSHI) • erJ")))) 
（（・名t=J"(REI INSTAACE) • 例））））

（（・助 (DA JOOOOSHI (• ; 了 •共止形り） ・t!'))))))
（じ句点~(MARU END) ・．・）））））

（憤●）

))) 
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(parse ・文章―”これが構文解析木の例だ。

Parser: (parse・文宝＇ • これが棺文灯析木の党だ.• : struct nil) 
Count : 1出 rphene

:struct nil) 

1 代名阿(KORE 戌~O) Jこれ 1助虹(GAKばUJOSHI)]が 1 名f:[(KO'JBUN NOON))~ 文 1 名冗(K紅 SEKI NOON))~ 析 l
名円：(KI NOON))木 1
助庄(NOKば UJOSHI)Jの 1 名円：(REI INSTANCE)]例 1 助知!:[(DA JOOO'JSHI (• t.:... • 終止形')))だ l句榮（出.RUE 

ND) J. I 
Exit(E) Next出 rphene(N)Parser(P)〉〉 p

Count: 1 Parsing Tree 

マ文

立名印］

代名匹これ
助巧．．が

叫向
速体約語

句点．．．

名円句
名!:J.• 棺文
名!:J..~ 折
名i孔．木

助?;. の
名?=',..例

助・だ

Ex1 t(E) Next(N)≫n 
Ex1 t(E) Nextや rphene(N)〉>n 

((((((KORE~O)) (GA KAKUJOSHI)) . 
(((((KOUBUN NOON) (KAI SEKI NOON) (KI NOON)) (NO KAKUJOSHI)) (REI INSTANCE)) (DA JOOOOSHI (・だ

”そ止形＂））））
(MARU END))) 

（● 鱗）

40 



(2) その他

a . 未知語処理

(i) 未知語処理のスイッチ

*unknown* ［大域変数］

形態素 解析時に辞書にない単語 を 未 知 語 と し て 処 理 で き る 。 未 知 語 処 理 は 、大

域変数 *unknown* が nonnil の場合行なわれる。 *unknown* の初期値は tで

ある。

(i i) 未知語情報の登録

defunknown cat var struct check ［マクロ］

*unknown* が nonnil の場合、形態素解析時に未知語の切出しが行なわれる

が、その際参照する未知語情報は、マクロ defunknownで登録する。それぞれの

引数は defdiet に準じる。 var は未知語の表記を受ける変数で、 struct 中の

var は未知語採用時に置き換えられる。なお、当然ではあるが、未知語情報が登

録されていない時は、未知語処理を行なわない。

b • 語・文章の区切り箇所の指定

*kugiri* *end* ［大域変数］

語、文章の切れる箇所を文章に記号を挿入することにより予め設定しておくこと

．ができる。 （以下、後の切れる箇所を指定する記号を区切り記号、文の切れる箇所

を指定する記号を終了記号という。）

区切り記号は、大域変数 *kugiri* に セ ッ ト さ れ て い る ス ト リ ン グ の リ ス ト 、終

了 記 号 は 大域変数 *end* にセットされているストリングのリストとする。 （ユー

ザは自由に設定することができる。）

ー一例ー一

(setq *kugiri*・(", • ・、・"(" ")" "[""]" ....... etc)) 

(setq *end*・(日。 ・"?・・!"・.・"*"・・・・・・・・・etc))

(i) 区切り記号の取扱について

形態素解析において、文章中の区切り記号を越えて語の切出しは行なわない。

乞



; 

(i i) 終了 記号の取扱について

文章は 、 基 本 的 に 最 後 の 要 素が終了記号であるものとする。もし、文章の最後

の要素以外に終了記号が出現し た場合はそこまでの文宣について処理を行い、残

りは無視する。

なお、区切り記号、終了記号を指定されていない (*kugiri* *end* の値が ni

1) 場合上記の処理は行なわれない。 *kugiri* *end* の初期値は ni 1である。
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7. 周辺ツー）レ

(1)トレーサ

*parse-trace* 〔大域変数］

大域変数

れる。

卜

が non

*parse-trace* の 初 期 値は

レース情報は以下の通りである。

Parser: 

*parse-trace* 

Enter 

［呼出回数］

ゴールのスタック

Enter 

n i l 

n i 1 

の場合、

である。

Parser≫ 〉

構文解折中ト

;;~'ord;; 

;;PendingGoals;:; 

ワー

レース情報が 出 力 さ

ド

ゴールのスタック

Fail 失敗したゴール

［呼出回数］ Fa i 1 Parser〉)）

ド

，.、 、＊注 ワー ．．
 ド

;;Fail附ord;;

;;FailGoal;; 

表記（構造）品詞 ［：：＝ 

Assemble: 

Enter現在のサプツ

［呼出回数］

リー

Enter Assemble≫ 〉

;;Subtree;; 

;;Word;; 

失敗したワー

失敗したゴー）レ

<lex> (<struct〉)<cat〉

;;Environment;; 

現在のサプツリー

現在のワード）

環境変数

Fail 失 敗 し た サ プ ツ リー

［呼出回数］

＊注 サプツ

: : = 

リー：

((Cat〉

変数環境：

[ : : = ( 

Fa i l 

根の情報

<struct〉

変数名

<var> ＝ 

Assemble≫> 

= 

#Hai lSubtree;; 

;;FailWord## 

"" 'lt,,.Environrnent "'" マ令

--〉 真下の情報．．．

<check>) --> (<cat〉

{(<cat〉

構造

<struct〉

失敗したサプツリー

失敗したワー

環境変数

<struct〉

<struct> 

ド）

<check〉)

<check〉)） *] 

．
 

.-_~_b 
．
 

・
＊

0.~ 

Update: 

Enter現在の文法の成立状 況

［呼出回数] Enter Parser〉〉)

：： ;Grammer;; 右辺：＝＝成立したサプゴール．．．

:;: ;Environment;;; 変数環壊

Fa i 1 失敗した文法の成立状況

［呼出回数] Fai 1 Parser〉〉〉

ご：：Fa i 1 Grammer;; 右辺：＝＝成立したサプゴール．．．

変数環境

く未成立のサプゴール）

ニごEnvironment;;

く未成立のサプゴール）
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Fire : 

Fa i 1 失敗した評価式

［呼出回数] Fa i 1 

;;failfrom;; 

Fire〉〉〉

"'"'・ 社 よ,,.,Environment.,., 

(2) リ ス ト表示プログラム

print-list l i st 

旦 :outrut :base 

失敗した S式

変数環境

: tabs :current-_p_art :write-func 

--・. 
＼ 

:nest-level :element 

:rest-part 

［関数］

1 i st （リ

キーワー

:output 

出カス

トは

ス 卜；構文解析の結果など）を字下げ出力する。

ド引数は、以下の様に出力の方法を指定する。

トリームを指定する。

:base 

書き出しの字下げを指定する。

car 

デフォルトは *standard-output* 

デフォルトは

。
である。

:tabs 

字 下げ出力の際のスペースの 出 力 回 数 を 指 定 す る 。

である。

デフォルトは 2
 

である。

:current-part 

与 えられた部分構造データの 表 示 す る デ ー タ を 得 る 関 数 を 指 定 す る 。

である。

デフォル

:write-func 

得られたデータを出力する関数を指定する。 デフォルトは write である。

:rest-part 

与え ら れ た 構 造 デ ー タ よ り 、

トは cdr である。

部分構造データを得る関数を指定する。 デフ ォ ル

:nest-level 

表示するリス

省略の際は
。

ス～

トのネス トのレベルの上限を指定する。 デフォルトは無限大であ

と

K を出力する。

:element 

表示するリストの要素の上限を指定する。

際は．を出力する。

デフォルトは無限大である。 省略の

4ー4
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付録 3 情報検索における問い合わせ文解祈の利用例

情報検索における問い合わせ文解祈の特徴

知的情報検索システムにおいて、利用者が言った問い合わせ文を解祈するために、当構文解祈プロ

グラムを使用している。この解折は、 「～が欲しい」という文型における～の部分の名詞句の解祈

に主体を置いている。解祈すべき問い合わせ文と解祈結果の表現の例を下に示す。

処理対象文： r Dempster-Shafer理論について調べたい。」

処理結果（格フレーム表現） ： 

((action retrieve) 

(object (subject (special . "Dempster-Shafer理論"))))

この解祈は、次のような特徴を持つ。

・適用分野、および解祈内容ともに応用に強く依存しているため、文法としては、通常の日本語の

文法記述ではなく、意味情報が文法規則上に現れたような記述（意味文法）を行っている。適用

分野が限定されている場合には、このような意味文法の方が文法記述をコンパクトに行うことが

できる。

• 本研究においては、特に名詞間の係受け関係の解折に主眼を置いているため、助詞の使い方を限

定し（約25 0文例の分祈結果、検索要求文では助詞の使い方を 10数個の意味的なパターンに

分類できることを確認した）助詞を意味的なマーカとして文法を記述する。

当構文解祈プログラムにおける文法記述の特徴

文法は、下記のような形式で記述される拡張文脈自由文法である。

／＊ 左辺の品詞 ⇒ 右辺の品詞！ ・ 右辺の品詞n */ 

(defgram (左辺の品詞構造作成用 LISP式チェック用 LISP式）

（右辺の品詞1 下位の構造を受ける変数 チェック用 LISP式）

（右辺の品詞n 下位の構造を受ける変数 チェック用 LISP式））

この文法において、次のような記述が可能である。

a)文法規則が成立したときに、上位の文法に渡すリスト構造を記述できる。これにより、単に ｀ 
構文木を出力するだけでなく、問い合わせ文の解析で必要となる様な格フレームを作成する

LISPプログラムを文法中に記述できる。

b)文法規則が成立する条件を記述できる。これにより、単に構文的なマッチングだけでなく、

意味的なマッチング条件を記述できる。この場合には、辞書に意味情報を記述する必要があ

る。また、右辺の品詞間の意味的な関連によるマッチング条件も記述できる()
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腔

前述の問い合わせ例における解析の仕方を述ぺる。

i)辞書とマッチングを行い、辞書に記述してある品詞 (special, 助詞，動詞，要求助動詞）お

よび上位に持ち上がる構造 ((special "Dempster-Shafer理論"), (NITUITE) , (SIRABERU連

用） (TAI))からなる形態素解を作成する。

ii)それまでに作成した部分構造（あるいは形態素解）と文法の右辺とのマッチングを行い、マッ

チした場合には、文法の右辺に記述してある構造作成用 LISP式を評価し、更に上位の文法

に渡す部分構造を作成する。文法の左辺が最上位の品詞である場合には、処理を終了する。こ

の時、次のようなチェックを行うことが出来る。

a)文法右辺でのチェック

右辺の一つの品詞内での文法規則だけでは書けない構文的な制約あるいは変数により受け

取る部分構造を使っての意味的な制約を記述する。

i b)文法左辺でのチェック

右辺の複数の品詞に跨がる文法規則だけでは書けない構文的な制約あるいは意味的な制約

を記述する。

文

((action retrieve) (object (subject (special 

↑ 

検索指示文

((action retrieve) (object (subject (special 

↑ 

対象指示部

(subject (special "Dempster-Shafer理論"))

全体概念

(special "Dempster-Shafer理論")

↑ 

概念

(special "Dempster-Shafer理論")

↑ 

単概念

(special "Dempster-Shafer理論")

↑ 

special 

(special "Dempster-Shafer理論")

Dempster-Shafer理論

助詞

(NI TUITE) 

について

（構文木）

"Dempster-Shafer壬里i裔"))))

"Dempster-Shafer理論"))))

↑ 

要求述部

((SIRABERU連用） (TAI)) 

動詞

(SIRABERU連用）

調べ

要求助動詞

(TAI) 

たい

4も



（構文解折プログラムの処理例）

前述の例題を構文解祈プログラムで解折した結果を下記に示す。

Parser: < parse "文" "Dempster-Shafer理論について調べたい..)

Count : 1 Morphene 
I special[ (SPECIAL "Dempster-Shafer理論 ")]Dempster-Shafer理論 l 助詞 l(NITUITE) l 

について 1動詞 l(S IRABERU "未然")l調べ l 要 求 助 動 詞 I<TAI) lたい l

Exit(E) Next Morphene(N) Parser(P)≫p 
Exit(E) Next Morphene(N)>> n 

Count : 2 Morphene 
I special[ (SPECIAL "Dempster-Shafer理論 ")]Dempster-Shafer理論 l 助詞[CNITUITE) l 

について 1動詞 l(S IRABERU "連用＂）］調べ 1 要 求 助 動 詞 l<TAI) lたい l
Exit(E) Next Morphene(N) Parser(P)≫p 

Count : 1 Parsing Tree 
文..((ACTION RETRIEVE) (OBJECT (SUBJECT (SPECIAL "Dempster-Shafer理論"))))

｝ 検索指示文..((ACTION RETRIEVE) (OBJECT (SUBJECT (SPECIAL "Dempster-Shafer理論
＂）））） 

対象指示部..(SUBJECT (SPECIAL "Dempster-Shafer理論＂））

t. ・'全体概念..(SPECIAL "Dempster-Shafer理論＂）
、 概念..(SPECIAL "Dempster-Shafer理論..)

単概念..(SPECIAL "Dempster-Shafer理論")

special.. (SPECIAL "Dempster-Shafer理論")•. Dempster-Shafer理論

助詞..(NITUITE) .. について

要求述部..((S IRABERU "連用") (TAI)) 
動詞..(S IRABERU "連用＂）．．調べ

要求助動詞..CTAI) .. たい

Exit(E) NextCN)>>n 
Exit(E) Next Morphene(N)>> n 

(((ACTION RETRIEVE) <OBJECT (SUBJECT (SPECIAL "Dempster-Shafer理論")))))
(" ") 

Parser: 

ヽ

勢
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．． 

')  

問い合わせ文の解析における文法の記述例

／＊ 文 ⇒ 検索指示文 ＊／ 

(def gram ("文"bun t) ("検索指示文"bun t)) 

／＊ 文 ⇒ 理解正否処理文 ＊／ 

(def gram ("文"bun t) ("理解正否処理文"bun t)) 

／＊ 文 ⇒ 未知語処理文 ＊／ 

(def gram ("文"bun t) ("未知語処理文"bun t)) 

／＊ 文 ⇒ 要求限定文 ＊／ 

(def gram ("文"bun t) ("要求限定文"bun t)) 

／＊ 検索指示文 ⇒ 対象指示部・要求述部 ＊／ 

(def gram ("検索指示文" (list (list'action'retrieve) 

(list'object target)) t) 

("対象指示部"target t) 

「要求述部"dummy t)) 

／＊ 検索指示文 ⇒ 間投詞・対象指示部・要求述部 ＊／ 

(def gram ("検索指示文" (list (list'action'retrieve) 

(list'object target)) t) 

("間投詞"dummyl t) 

("対象指示部"target t) 

("要求述部"dummy t)) 

／＊ 対象指示部 ⇒ 全体概念・助詞 ＊／ 

(def gram ("対象指示部" (cons'subject (1 is t concept)) 

(check-taishounosiji concept)) 

("全体概念"concept t) 

（＂助詞" dummy t)) 

／＊ 全体概念 ⇒ type */ 

(def gram ("全体概念"concept t) (" type" concept t)) 

／＊ 全体概念 ⇒ 概念 ＊／ 

(def gram ("全体版念" concept t) ('概念"concept t)) 

／＊ 全体概念 ⇒ 概念 1 */ 

(def gram ("全体概念" noun t) ("振念1"noun t)) 4 6' 



／＊ 全体椴念 ⇒ 単概念 ＊／ 

(def gram ("概念" noun t) ("単概念"noun t)) 

／＊ 全体概念 ⇒ 連体詞・概念 ＊／ 

(def gram ("概念"noun t) ("連体詞"dummy t) ("概念"noun t)) 
参

／＊ 単概念 ⇒ special * / 
(def gram ("単概念"sterm t) ("special" stern (or (equal (car stern)'special) 

(equal (car stern)'unknown)))) 

／＊ 単概念 ⇒ general * / 
(def gram ("一般概念"gterm t) ("general" gterm (equal (car gterm)'general))) 

／＊ 一般概念 ⇒ 一般概念・単純限定・一般概念 ＊／ 

(def gram ("一般概念" (make-subcase "単純限定"cspt2 csptl) t) 

（”一般概念"csptl t) 

("単純限定"dummy t) 

（”一般概念"cspt2 t)) 

／＊ 単概念 ⇒ special ・general * / 
(def gram ("単概念" (list'special (list (cadr sterm) (cadr gterm))) t) 

("special" sterm (or (equal (car sterm)'special) 

(equal (car sterm) ; unknown))) 

("general" gterm (equal (car gterm)'general))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・併記・概念 ＊／ 

(def gram ("概念" (make-subcase "併記"csptl cspt2) 

(equal (depth csptl) (depth cspt2))) 

（＂概念" csptl t) 

("併記"dummy t) 

("概念"cspt2 t)) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・単純限定・概念 ＊／ 

(def gram ("概念" (make-subcase "単純限定"cspt2 csptl) t) 

("概念"csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place) 

(equal (car csptl)'time)))) 

("単純限定"dummy t) 

("概念"cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place) 

(equal (car csptl)'time))))) 49 



／＊ 概念 ⇒ 振念・単純限定・一般概念 ＊／ 

(def gram ("概念" (make-subcase "単純限定"esp t2 esp tl) t) 

（＂概念" esptl (not (or (equal (ear es叫） 'general)

(equa I (ear esp tl)'p I ace) 

(equal (car csptl)'time)))) 

（＂単純限定" dummy t) 

（”一般概念"espt2 t)) 

／＊ 概念 ⇒ time・ 単純限定・概念 ＊／ 

(def gram ("振念"(list "時問限定"cspt2 csptl) t) 

(" time" csptl t) 

("単純限定"dummy t) 

("概念"cspt2 (equal (car cspt2)'general))) 

／＊ 概念 ⇒ place・ 場所の限定・概念 ＊／ 

(dE:f gram ("概念"(list "場所の限定"cspt2 csptl) t) 

("place" csptl t) 

("場所の限定"dummy t) 

("概念"cspt2 (not (or (equal (car cspt2)'general) 

(equal (car cspt2)'place) 

(equal (car cspi2)'time))))) 

｝．『・

r
 

／＊ 概念 ⇒ 概念・対象の限定・概念 ＊／ 

(def gram ("概念"(list "対象の限定"cspt2 csptl) t) 

（＂概念" csptl t) 

("対象の限定"dummy t) 

("概念"cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・手段の限定・概念 ＊／ 

(def gram ("概念"(list "手段の限定"cspt2 csptl) t) 

（＂概念" csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

("手段の限定"dummy t) 

("概念"cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

詞



／＊ 楓念 ⇒ 根念・目的の限定・振念 ＊／ 

(def gram ("概念"Clist "目的の限定"cspt2 csptl) t) 

("概念"csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equa 1 (car esp tl)'p 1 ace)))) 

("目的の限定"dummy t) 

（＂概念" esp t2 (not (or (equa 1 (car esp tl)'genera 1) 

(equal (ear csptl)'place))))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・状況の限定・概念 ＊／ 

(def gram ("概念" (list "状況の限定"cspt2 csptl) t) 

（＂概念" csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

("状況の限定"dummy t) 

（＂概念" cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・因果関係・概念 ＊／ 

(def gram ("概念..Oist "因果関係"cspt2 csptl) t) 

("概念"csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

（＂因果関係" dummy t) 

("概念"cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・階屠関係 1・概念 ＊／ 

(def gram ("概念"Clist "陛屠関係1"cspt2 csptl) t) 

（＂概念" csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

("階陪関係1"dummy t) 

（＂概念" cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

／＊ 概念 ⇒ 概念・階層関係2・概念 ＊／ 

(def gram ("概念"Oist "陛屠関係2"csptl cspt2) t) 

("概念",csptl (not (or (equal (car csptl),'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

（＂階屠関係 2"dummy t) 

（＂概念" cspt2 (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place))))) 

墓
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／＊ 概念 1 ⇒ 振念・対象の指示・概念 ＊／ 

(def gram ("概念1"(list"対象の指示"cspt2 csptl) t) 

("概念"csptl (not (or (equal (car csptl)'general) 

(equal (car csptl)'place)))) 

("対象の指示"dummy t) 

（”一般概念"cspt2 t)) 

／＊ 一般概念 ⇒ time・ 単純限定・一般概念 ＊／ 

(def gram ("一般概念" (list "時間限定"cspt2 csptl) t) 

(" time" csptl t) 

（＂単純限定" dummy t) 

（”一般概念"cspt2 t)) 

.. 
贄

＼
 

／＊ 要求述部 ⇒ 動詞・要求助動詞 ＊／ 

(def gram ("要求述部" (1 is t verb dummy3) t) 

("動詞"verb (equal (cadr verb) "連用"))

("要求助動詞"dummy3 t)) 

／＊ 要求述部 ⇒ 形容詞 ＊／ 

(def gram ("要求述部"dummy t) ("形容詞"dummy(equal (second dummy) "終止")))

／＊ 要求述部 ⇒ 補助動詞 ＊／ 

(def gram ("要求述部"dummy t) ("補助動詞"dummy t)) 

：； 

／＊ 要求述部 ⇒ 連用述部・要求述部 ＊／ 

(def gram ("要求述部"(1 ist dummyl dummy2) t) 

("連用述部"dummyl t) 

("要求述部"dummy2 t)) 

／＊ 連用述部 ⇒ 動詞・接続助詞 ＊／ 

(def gram ("連用述部"(list verb dummy) t) 

("動詞"verb(equal (cadr verb) "連用"))

("接続助詞"dummy t)) 

／＊ 連用述部 ⇒ 名詞・助詞 ＊／ 

(def gram ("連用述部"(list noun dummy) t) 

("名詞"noun(equal (car noun)'bunken)) 

（＂助詞" dummy t)) 

認



／＊ 理解正否処理文 ⇒ 正否回答 ＊／ 

(def gram ("理解正否処理文" (list (list'action'answer) 

(list'response reply)) t) 

（＂正否回答" reply t)) 

／＊ 理解正否処理文 ⇒ 正否回答・対象指示部・要求述部 ＊／ 

(def gram ("理解正否処理文" (list (list'action'answer) 

(list'response reply) 

(list'alternative target)) t) 

("正否回答"reply (equal reply'negative)) 

（＂対象指示部" target t) 

("要求述部"dummy t)) 

／＊ 未知語処理文 ⇒ 対象指示部・未知語述部 ＊／ 

(defgram ("未知語処理文"(list Oist'action'explain) 

(list'meaning target)) t) 

("対象指示部"target t) 

（＂未知語述部" dummy t)) 

／＊ 未知語述部 ⇒ 限定名詞・記述助動詞 ＊／ 

(def gram ("未知語述部"(1 is t verb dumm:y3) t) 

（＂限定名詞" verb t) 

("記述助動詞"dummy3 t)) 

／＊ 未知語述部 ⇒ 終助詞 ＊／ 

(defgram ("未知語述部"(list dummy3) t) ("終助詞"dummy3 t)) 
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